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自動的に生成された説明]IRCA Audit Log　IRCA審査/監査ログシート
※本ログシート及び添付書類にホッチキスやクリップは使用しないでください。

審査/監査ログシートに関するガイダンス
· 「IRCA 登録申請の基準及び要求事項IRCAジャパン Webサイト (https://japan.irca.org/)」の「審査/監査記録の注意事項 受容可能な代替規格https://japan.irca.org/IRCA_auditor/registration_renewal/recording_notes.html」も併せてご確認ください。 
· IRCAではログシートのデジタル入力を推奨しています。印刷し、スキャンする場合は解像度を「低」に設定して、ファイルサイズを小さくしてくださいますようお願いいたします。
· 下記文書の中の「審査」はいずれも「審査/監査」と読み替えてください。
	欄 1 
	ログシートの審査番号: こちらの欄には追記の必要はありません。必要に応じて行を追加し、審査番号も追加してください。

	欄 2
	日付: 初回会議に始まるサイト訪問初日及び審査/監査終了日の年（西暦）、月、日

	欄 3
	審査総日数: 申請者本人が審査に費やした総日数（0.5 日単位）‐現地審査外活動*の日数も含み記入           注記：審査チーム全体の総日数ではありません
現地審査日数：初回会議から最終会議を含む、実際の現地審査活動に費やした日数（0.5日単位）
＊現地審査外日数: 計画/準備、文書レビュー並びに報告書作成に費やした日数。これらの活動は審査対象の現地や現地内の別の場所で行われる場合がありますが、いずれの場合も現地審査日数外として
審査総日数に含めてください。各審査につき現地審査外日数は上限1日とします（第一段階及び第二段階の審査に関しては、各1日が認められます）。 

	欄 4 
	被審査組織の連絡先詳細: IRCA が評価及び検証を実施するため、このセクションは完全に記入しなければなりません。情報不足の際には、追加証拠のご提出をお願いする場合があります。

	欄 5
	審査での役割: LA – チームリーダー、SA – 単独審査員、A – チームメンバー、IA – 内部監査員、T – 見習い審査員 の該当する役割を明記。自分以外に最低 1 人の審査員を含む審査チームのリーダーを務めた場合のみLA – チームリーダー と記入してください。単独で審査の全段階を実施した場合は単独審査員と記入します。

	欄 6
	審査チームの人数: 審査チームの一員として活動した参加審査員の人数（自分も含める）。

	欄 7
	審査規格: 実施した審査規格が対応する審査員登録基準あるいは代替規格リスト（すべてhttps://japan.irca.org/IRCA_auditor/registration_renewal/recording_notes.htmlにて入手可能）に掲載されていない場合は、IRCA ジャパンにお問合せください。（専門家の評価が必要な場合には追加の費用が発生する場合があります）
※統合/複合審査の場合は、総日数を等分で案分します。審査ログシートには担当するすべての審査基準に関する審査/監査の日数を記載し、審査基準の欄には、担当したすべての監査基準をご記入ください。

	欄 8
	審査の種類: 第三者審査（TPA）、第二者監査（SPA）、第一者/内部監査（FPA）、コンサルタント審査又は契約審査（CON）いずれかを記載してください。《第三者審査（TPA）》に分類される審査活動は、目的について、次のようにさらに詳細に記載してください。第一段階、第二段階、サーベイランス（Surv.）、更新審査など。また、いずれの種類の審査/監査の場合にも、「フルシステム」もしくは「部分システム」と適切に記載します。詳細については「IRCA 登録申請の基準及び要求事項IRCAジャパン Webサイトの 認められる審査/監査実績と記録方法について　(https://japan.irca.org/IRCA_auditor/registration_renewal/recording_notes.html)」をご参照ください。

	欄 9
	雇用組織の連絡先詳細: 審査を行うにあたりあなたを雇用した組織。すなわち、あなたの雇用者、コンサルタント/契約審査の場合はクライアントとなります。
IRCA が評価及び検証するにあたり、このセクションは正確に漏れなく記載してください。情報不足の際には、追加証拠の提出をお願いする場合があります。

	欄 10
	審査の保証人（Audit Referee）: 
申請者が該当の審査に関与したことを確認することができる個人の名前と連絡先を入力してください。審査の保証人となる可能性があるのは申請者の審査の担当者、上司、または審査のガイダンスを担当したIRCA Lead Auditor（主任監査員）などです。すべての審査にそれぞれ1名の審査の保証人の情報の記載が必要です。これは新規申請、昇格申請、更新申請いずれの場合も同様です。 








	氏名
(以下入力)
	登録番号
(以下入力)
	現在の登録グレード（登録者のみ）
	宣誓:  全ての提出情報が正確であり、私が実施した審査/監査であることを宣言します。
注記: IRCAは提供された情報を検証する可能性があり、意図的に偽造された情報の提供が発覚した場合、登録解除させていただく場合がありますのでご注意ください。

	
	
	
	はい　　　☐　　　　　　　　いいえ　　☐



	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	審査/監査番号
	日付
(西暦年/月/日))
【記述内容】
現地審査/監査の開始日及び終了日
	審査/監査総日数
【記述内容】
申請者が参画した日数（現地外日数含む）
	現地審査日数
【記述内容】
申請者が参画した現地審査/監査日数
	被審査/被監査組織の
連絡先詳細 （受査組織）
【必要情報】
※被審査/被監査組織名
※所在地（住所）
※被審査/被監査組織担当者名
※電話/FAX 番号
※E-メールアドレス
※組織の規模
（例：サイト内の従業員数）
	審査/監査での役割
【記述内容】
※LA – 主任審査員（チームリーダー）
※SA – 単独審査員
※A – 審査員（チームメンバー）
※IA –内部監査員
※T – 見習い審査員

	審査/監査チームの人数
（申請者を含む）
	審査/監査規格
(例： ISO 9001:2015)
【記述内容】
※正式な規格名（年版も含む）
※担当した規格すべて
	審査/監査の種類
【記述内容】
※TPA
・第一段階
・第二段階
・サーベイランス
・更新審査
※SPA
※FPA
※CON
◆「フルシステム」「部分システム」と適切に記載してください
	雇用組織の連絡先詳細
【必要情報】
※組織名
※所在地（住所）
※担当者名
※担当者の役職
※電話/FAX 番号
※E-メールアドレス


	審査の保証人（Audit Referee） 
(審査/監査が適切且つ専門的に実施されたこと、及び、提供されている情報が正確であることを保証する人物)
【必要情報】
※氏名
※役職
※審査員登録番号
（該当する場合）
※電話/FAX 番号
※E-メールアドレス
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